
2024.２.1 No.219 14

先
進
地
視
察
を
参
考
に
し
た
施
策
の
推
進
を

文教厚生委員会 

兵
庫
県
加
西
市

　
子
育
て
支
援
の
先
進
地
で
、

本
町
の
施
策
の
参
考
と
す
る

た
め
視
察
し
た
。
加
西
市
は
、

少
子
高
齢
化
と
い
う
市
の
課

題
を
打
開
す
る
た
め
に
５
つ

の
無
料
化（
保
育
・
給
食
・

医
療
費
・
オ
ム
ツ
等
・
病
児

病
後
児
保
育
）を
推
進
し
て

い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
兵

庫
県
内
第
１
位
の
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
る
財
源
が
あ
る
こ

と
が
理
解
で
き
た
。
他
に
屋

内
遊
戯
型
施
設
＆
テ
レ
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
も
見
学
で
き
、

有
効
で
あ
っ
た
。

大
阪
府
泉
大
津
市

　

文
部
科
学
省
の「
休
日
の

部
活
動
の
段
階
的
な
地
域
移

行
」の
取
り
組
み
の
た
め
、ス

ポ
ー
ツ
庁
の
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
し
て
い
る
泉
大
津
市
を

視
察
し
た
。ま
ず
は
ス
ポ
ー

ツ
青
少
年
課
の
み
で
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
る
こ
と
が
理

解
で
き
た
。レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ス
ポ
ー
ツ・ダ
ン
ス
等
の
種

目
を
取
り
入
れ
た
り
、大
阪

体
育
大
学
と
連
携
し
た「
グ
ッ

ド
コ
ー
チ
」の
活
用
等
の
取

り
組
み
が
参
考
に
な
っ
た
。

R5.10.12 加西市

R5.10.13 泉大津市

県外
視察

　
東
浦
町
に
適
し
た
複
合
化
を

総務委員会 

高
浜
市

　
公
共
施
設
の
更
新
事
業
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
身
の

丈
に
合
っ
た
複
合
形
態
を
模

索
す
る
た
め
に
高
浜
市
地
域

交
流
施
設（
複
合
施
設
た
か

ぴ
あ
）を
視
察
し
た
。

　
た
か
ぴ
あ
は
、
小
学
校
を

含
ん
だ
複
合
施
設
で
、
学

び
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
や
子

育
て
を
地
域
ぐ
る
み
で
支
え

て
い
く
た
め
に
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
の
幅
広
い

世
代
が
集
う
場
所
で
あ
る
。

ま
た
、
災
害
時
に
は
避
難
場

所
と
な
る
。

　
ど
の
施
設
と
複
合
す
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
施
設
に
す

る
の
か
は
、
地
域
の
方
と
の

つ
な
が
り
を
考
え
る
と
、
こ

の
組
み
合
わ
せ（
小
学
校
・

児
童
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
）

は
、
最
適
な
も
の
の
ひ
と
つ

で
あ
る
と
認
識
し
た
。
施
設

更
新
に
あ
た
り
、
事
業
手
法

も
、
P
F
I
方
式
を
選
択

し
、
事
業
団
体
を
構
成
し
、

維
持
管
理
に
関
し
て
も
、
令

和
16
年
３
月
末
日
ま
で
の
事

業
期
間
に
含
め
て
い
る
と
こ

ろ
は
、
参
考
に
す
べ
き
だ
。

R5.10.18 高浜市

県内
視察

委員会レポート ー視察報告ー

　石浜西小学校で開催された
大地震を想定した防災訓練で
は、乳児の心肺蘇

そ
生や消火、災

害時トイレ処理等実践的な対
応を学びました。発災時に適
切な行動がとれるよう今後も
技能習得に努めてまいります。

11/19
㊐ 

防災訓練に
参加しました！

　議長および副議長が
歓迎あいさつを行い、
議会広報特別委員、緒
川小学校の方々、ふく
し課職員が丁寧に説明
を行いました。

ようこそ東浦町へ！
４つの議会が
視察来庁

議会
トピックス

G I K A I  T O P I C S

定例会だけじゃない！
議会の動き
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住
民
課
窓
口
の
混
雑
解
消
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

経済建設委員会 

　
来
庁
者
お
よ
び
役
場
職
員

の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
、

埼
玉
県
草
加
市
の「
そ
う
か
ス

マ
ー
ト
窓
口
」に
つ
い
て
視
察
。

　

ま
た
、「
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
通
の
運
行
」と
し
て
、
自

治
体
が
直
接
運
営
し
て
い
る

バ
ス
の
ほ
か
に
、
よ
り
細
か

な
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
、
地
域
住
民
や
民
間
会

社
が
バ
ス
を
運
行
す
る
茨
城

県
土
浦
市
を
視
察
。

埼
玉
県
草
加
市

　
庁
舎
建
て
替
え
を
機
に
４

つ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
導

入
費
の
約
８
割
を
国
か
ら
の

補
助
金
を
利
用
。
住
民
側
の

メ
リ
ッ
ト
は
う
か
が
え
る
が

職
員
の
負
担
軽
減
は
感
じ
ら

れ
な
か
っ
た
。

茨
城
県
土
浦
市

　
市
が
バ
ス
運
行
す
る
以
前

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が「
キ
ラ
ラ
ち
ゃ
ん

バ
ス
」を
、土
浦
地
区
タ
ク

シ
ー
協
同
組
合
が「
の
り
あ

い
タ
ク
シ
ー
土
浦
」を
運
行
。

中
心
市
街
地
の
移
動
、公
共

交
通
不
便
地
域
の
移
動
、高

齢
者
の
移
動
と
い
っ
た
住
み

分
け
が
一定
の
条
件
の
下
で

計
画
さ
れ
、運
行
さ
れ
て
い
た
。

R5.10.30 草加市

R5.10.31 土浦市

県外
視察

見
て
分
か
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

議会広報特別委員会 

京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町

　
読
者
の
目
を
引
く
わ
か
り

や
す
い
企
画
を
テ
ー
マ
に
視

察
し
た
。
紙
面
の「
軽
さ
」を

意
識
し
た
編
集
や
文
字
の
画

像
化
等
の「
読
ま
な
く
て
も

い
い
」工
夫
が
あ
っ
た
。
ま

た
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
の

論
点
を
簡
潔
に
示
し
、
賛

成
・
反
対
の
意
見
を
コ
ン
パ

ク
ト
に
ま
と
め
て
あ
り
、
わ

か
り
や
す
い
と
感
じ
た
。　

和
歌
山
県
伊
都
郡

か
つ
ら
ぎ
町

　
住
民
の
関
心
や
質
問
に
答

え
る
形
で
わ
か
り
や
す
い
説

明
を
テ
ー
マ
に
視
察
し
た
。

編
集
で
は
、
基
本
原
則「
積

極
的
か
つ
リ
ア
ル
に
わ
か
り

や
す
く
議
会
を
公
開
す
る
」

「
住
民
こ
そ
主
役
の
立
場
で

編
集
す
る
」等
を
掲
げ
、
毎

号
住
民
の
取
材
や
レ
イ
ア
ウ

ト
の
検
討
を
す
る
等
、
熱
量

が
感
じ
ら
れ
た
。

　
ど
ち
ら
も
全
国
町
村
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
奨
励
賞
を

受
賞
し
て
お
り
、
今
回
学
ん

だ
住
民
目
線
の
編
集
を
参
考

に
見
て
分
か
る
議
会
だ
よ
り

を
追
求
し
た
い
。

R5.10.24 大山崎町

Ｒ5.10.27 かつらぎ町

県外
視察

３常任委員会と議会広報特別委員会の４委員会で県内・県外行政視察を実施しました。

福岡県遠賀郡芦屋町議会
視察内容  議会だより編集

　　   長野県議会
　　   視察内容  個別化・個性化
　　   教育（緒川小学校）

新潟県妙高市議会
視察内容  東浦町認知症にや
さしいまちづくり推進条例

石川県かほく市議会
視察内容  議会だより編集

9/28
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㊌


